
 

 

令和元年６月 12日  

  

教育記者クラブ 各位 

 

                        岩手県立大学教育支援室 

 

「ＳＤＧｓカードゲーム」を活用した前期授業「いわて学」 

の実施について 

「いわて高等教育コンソーシアム」内の５つの大学（岩手県立大学・岩手大学・岩手医科

大学・富士大学・盛岡大学）が共同で開講する授業「いわて学」において、ＳＤＧＳ（持続

可能な開発）について理解を深めるため、カードゲームを活用した授業を下記のとおり実施

します。 

つきましては、これを取材の上、報道くださいますようお願いいたします。 

記 

１ 日時 

  令和元年６月 16 日(日)10：00～12：00 

２ 場所 

  岩手県立大学 総合政策学部１階 アクティブラーニングルーム 

３ 担当教員 

岩手県立大学 総合政策学部 教授 渋谷 晃太郎  

岩手県立大学 総合政策学部 講師  鈴木 正貴   

４ 参加者 

  いわて学を受講している各大学の学生約 20名 

※岩手県の保副知事が参加し学生と一緒にカードゲームを行う。 

５ 授業の内容 

ＳＤＧｓが掲げる 17 目標の達成に向け、現在から 2030 年までの道のりを体験し、必要性

や、それによる変化や可能性を理解するために、カードゲームを活用した授業を展開。 

６ その他 

  令和元年度前期授業「いわて学」の詳細は別添資料のとおり。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【問合せ先】 総合政策学部 教授 渋谷 晃太郎  

TEL019-694-2746 Ｅ-mail：kshibuya@iwate-pu.ac.jp     

事務局：教育支援室 昆 英子  

TEL019-694-2016 Ｅ-mail：eiko_k@ipu-office.iwate-pu.ac.jp 

                           

 

「いわて高等教育コンソーシアム」とは、地域の中核を担う人材育成、大学進学率の向上、地域社会への貢

献を目的として設立された、県内５つの大学で構成する団体です。 

「いわて学」は、いわて高等教育コンソーシアムが地域の中核を担う人材育成を目的として、平成 22 年度

から共同で開講している授業です。 



「いわて学 A」授業計画 

 

 令和元年度前期 「いわて学」 

授業テーマ： 「八幡平から知るいわて」 
授業主担当教員：〔岩手県立大学〕渋谷晃太郎、鈴木正貴、伊藤英之、泉桂子 

 

* 日程、講師、内容等が変更になる場合は、授業内で連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 日 時間 内容 講師 会場

岩手県立大学

　泉　桂子

岩手県立大学

伊藤　英之

森林総合研究所

大西　尚樹

岩手県立大学

鈴木　正貴

岩手県環境生活部　　
環境生活企画室

成田　雄氣

岩手県環境生活部　　
環境保全課

木村　文彦

八幡平商工会

滝沢　勝美

安比高原自然学校

斎藤　文明

八幡平市関係者

岩手県立大学

渋谷、鈴木

現地講師 阿部文子

 

岩手県立大学

渋谷晃太郎

岩手県立大学

渋谷、鈴木

岩手県立大学

渋谷、鈴木

岩手県立大学

渋谷、鈴木

総合政策学部マ

ルチメディアラ

ボ

15 14：４０～16：：10 グループワーク

3

4

6月8日　
(土)

6月9日

（日）

6月15日　

(土)

2 10:40～12:10 いわての成り立ち

1 9:00～10:30 いわての森林

13:00～14:30

6 10:40～12:10 松尾鉱山 繁栄と鉱害対策

八幡平の観光開発

5 9:00～10:30

13:00～14:30

14：４０～16：：10

7

14：４０～16：：10

県大 共通講義棟 

１階105講義室

岩手県の環境政策と環境教育

県大 共通講義棟 

１階105講義室

いわての自然　野生動物

いわての自然　魚類

八幡平市

安比高原の観光開発

グループワーク

八幡平市現地授業9 10 11

12

13

14

9:00～16：00

9:00～10:00

10:10～12:10

13:00～14:30

十和田八幡平国立公園

持続可能な開発（SDGs）
6月16日

（日）

8

【授業のねらい】 本科目は、岩手県内５大学連携（いわて高等教育コンソーシアム）による共通授業であ

り、前期 6月の土、日曜日に、岩手県立大学を主会場として実施する。上表の通り、講義と現地見学に

よって構成される。授業テーマは「八幡平から知るいわて」とし、八幡平の自然環境、開発の歴史に視

点をあて、「いわて」の魅力について考える切り口とする。 

【学修目標】①「いわて」の地域特性に気づき、理解することができる。 

②「いわて」ならではの魅力を発見することができる。 

【キーワード】 八幡平、環境と開発、再生可能エネルギー、魅力 

【留意点】 6/15 は現地講義。移動は貸切バス。 

※岩手県立大学の科目名：いわて学Ａ 

（R1.6.3 現在） 


